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創傷治癒関連研究で看護技術の安全性を再考する

　看護技術は、基本的に安全であり生体に傷害を与えることはないと考え

られてきました。しかし、実は危険性を伴う看護技術もあることが創傷治癒

関連の基礎研究で明らかになりました。今回は、その例として①グリセリン

浣腸に伴う有害事象と、②薬液の血管外漏出 ( 点滴漏れ ) のケアについて

紹介します。

① グリセリン浣腸に伴う有害事象

　本邦では 1980 年代後半から、『グリセリン浣腸によると考えられる溶血 ・

血尿』などの論題でいくつかの論文が報告されています。グリセリン浣腸

(GE) と溶血との明らかな因果関係を裏づけるデータはなく、当時の論文は

『考えられる ・ 疑われる』の表現で報告されました。多くの場合、実際に GE

を実施するのは看護職であることから、看護研究の一環としてその因果関

係を明らかにするための基礎研究を行いました。すなわち、ラットの直腸に

血液検査に影響しない限局性の軽度な粘膜傷害を実験的に作製し GE

を施した結果、溶血と LDH 値の上昇が認められました。さ らに、損傷した

粘膜から GE 液が血管内に取り込まれることを示す組織所見も得られ、GE

により溶血や血尿が起こることは確定的となりました。硬い便塊により直腸

粘膜が圧迫され脆弱化している状態にディスポーザブル GE の長いカテー

テルを無理に入れることで粘膜を損傷することは十分考えられます。古く

から日常的に実施されている GE は、カテーテルの先端を確認できずに盲

目的に行っている状況からも、決して安易な技術ではなく、有害事象を伴う

危険性がある高度な技術であることが創傷治癒関連の基礎研究により明

らかになりました。

②薬液の血管外漏出 ( 点滴漏れ ) のケア

　今年の 2月に行われた生体肝移植中に点滴が漏れ、それが原因で乳児

の足指が壊死に陥ったことが報告されています。高度な医療の実践現場で

も起こり得る点滴漏れについては、罨法などのケアを行っていましたが、温

罨法を実施する看護師が冷罨法よりも 2 倍多かったことが全国の実態調

査によって明らかになっています。温罨法は一旦血管外に漏れた薬液を速

やかに吸収することを目的として行っていました。医学教育においてもその

ように教わった記憶があるとのコメ ントも現役の医師からいただきました。

我々は薬液が漏れた病変を実験的に作製し、薬液の吸収実験を行うとと

もに、罨法 ( 冷罨法 ・温罨法 ) の効果についても基礎研究を行っています。
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これまでの研究から点滴漏れのケアとしては 『冷

罨法』が有効であり、その作用として過剰な NO 産

生の抑制や血管透過性亢進の抑制などを示唆する

知見が得られています。実験的に作製した漏れの

病変について病理組織標本を作製し観察してみ

ますと、薬液 ( 異物 ) に対する炎症反応が起こって

いることがわかりました。漏れた薬液を回収するた

めに行っていた温罨法は、実は炎症反応を助長する

危険なケアであったことが示されました。吸収実験

からは温罨法により薬液が速やかに吸収されない

場合もあることも明らかになっており、複雑な生体

反応が起こっていると考えています。いずれにしても、

多くの看護師が行っていた温罨法は、患者にとって

有害なケアであることが明らかになりました。看護

学においても技術の根拠を明らかにすることは、

有用なケアの実践を支援するとともに、意味のない

ケアを排除することにもなります。

　臨床の場で解明できない内容を実験的な手法

で明らかにすることは、基礎医学研究として日常的に

行われていますが、看護学の分野ではいまだに少

ないのが現状です。看護技術に伴う有害事象や不

適切なケアも少なからずあると考えていますので、

本学会の会員の諸先生方から最新の研究手法を

学びながら看護技術に伴う有害事象のメカニズム

を解明するとともにそれを回避する方法についても

研究する時期に来ているように感じています。

今年12月に札幌にて開催される第 42 回日本創傷治癒学会の演題募集が以下の期間にて行われ

ます。会員の皆様からの奮ってのご応募をお待ちしております。

※期間は変更されることもあります。

詳細は大会ホームページ（ http://www.ec-pro.co.jp/42jswh/abstracts.html）にてご確認ください。

学会賞は選考方法の再検討のため、本年より一時募集を停止いたします。

研究奨励賞はこれまでどおり、演題登録とともにご応募いただけます。研究奨励賞の応募にはオンラ

イン演題登録とは別に、学会事務局への申請が必要となります。また、研究奨励賞の選考方法も変

更されましたので、詳しくは研究奨励賞ホームページ http://www.jswh.com/syourei/syourei.html

をご覧ください。

＊＊＊　学会賞の募集一時停止について　＊＊＊

オンライン演題登録募集期間
2012年7月18日（水）～ 8月21日（火）
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